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【一般口演5】 第16席 倉公・淳于意の「診籍」初探

茨城 荒木 ひろし

史遷・扁鵲倉公列伝は中国医学を伝える最重要文献の一つである。中でも倉公伝所載の診籍は、秦漢時

代の診察法（脈診・望診）、病因、病名診断、治療法、予後を記述した現存最古の臨床録として夙に名高
カ ル テ

い。しかし診籍は随所に解釈し難い字句、文章が頻出するため、難解のものが幾つもある。

筆者は診籍理解の初歩的試みとして25例の一覧図を作成し概析を行った。詳細は論攷に譲るとして、こ

こでは主に分類の結果を梗概し、若干の問題点を提示する。

1．脈診 脈法を述べるもの21例（例えば①斉王中子の嬰児の小子の例、②曹山跗の例、③斉王侍医遂

の例等は脈法、病名、病状等の分析が整然と記されており、内経医学との関連から注目される）。望診3例

（例えば斉丞相の舎人の奴－傷脾・殺然黄）。

2．治癒例15、死亡例10。死亡例中の肺消癉、遺積瘕、迵風、内関の病、牡疝、苦沓風、中熱などは、

脈法と病名診断との関連、現代病名の特定の面などから興味深い。

3．治療法は内服（湯液11例）、外用（薬、鍼及び灸4例）、薬酒、潅水と刺鍼の併用、薬物と鍼灸との併

用等に及び、淳于意が秀れた臨床家であったことが判る。

4．科別にみると、内科が15例、傷科と婦人科と中毒が各2例、寄生虫、小児科、外科、口腔科が各1例

である。

淳于意（前216－前150頃）は高后8年（前180）公乗陽慶に師事、脈書（上下経）、五色診、奇咳術、揆

度、陰陽外変、薬論、石神、接陰陽禁書の秘方書を受けて治療に当たった。その時の記録が診籍である。

とすると診籍は先秦時代の医学を色濃く反映していることになる。そこで診籍中の「経脈」「絡脈」「脈口」

「尺」「五臓脈」等の語が、現伝の『素問』『霊枢』の諸篇と如何に関わってくるか、非常に重要な問題で

ある。
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